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研究成果の概要(800字程度):

研究成果:
別紙((成果報告書(研究成果一覧))に記入

その他、研究成果として特記すべき事項:
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　ウガンダは「世界一難民に寛容な国」だとされており、2017年時点で140万人の難民（うち100万人が南スーダン難民）を
受け入れている。難民居住区内では入国時に僅かな土地が与えられ、そこでの農業生産やその他の商業活動、居住区
外への移動の自由が認められている。
　調査チームは2020年1月21日から2020年1月30日まで、ウガンダのImvepi及びRhino難民居住区を訪問した。同居住区
内には2016年以降、南スーダンからの難民が急増しており、Rhino居住区には約11万人、Imvepi居住区には6万人の難民
が生活している。今回の訪問の目的は難民の生活の現状を理解すること、今後の研究テーマについて検討すること、また
JICAが行っている陸稲についての研修プロジェクト（PRIDE）についての情報を収集し、今後の研究協力の可能性を検討
することである。
　現地では、難民の受け入れを行っているOPM (Office of Prime Minister)や、難民支援を行っているNGO（DRC, AAR,
Welt Huger Hilfe）などを訪問し、それぞれの組織が行っている難民支援プロジェクトの詳細について聞き取りを行った。ま
た、難民へのインタビューを通じて、彼らの生活の現状についての情報収集を行った。
　難民は主に国際機関等からの食糧援助と、入居時に与えられた小さな土地（50m×50 m）から得られる作物で生活して
いる。子どもの学費等のための現金収入が必要な場合には、食糧援助の消費を減らして対応するなど、厳しい生活状況
が明らかになった。今後食糧援助が増える見込みはないため、彼らの生活状況を改善していくためには、土地へのアクセ
スを増やす必要がある。土地は近隣のウガンダ住民から借りられる場合もあるため、今後は難民の土地へのアクセスにつ
いての研究を行う予定である。
　　さらに、今後上述の研究を行うにあたっては、調査に協力してくれる機関が必要である。すでに述べたNGOやJICAウ
ガンダ事務所、家計調査の委託業者などを訪問することで、今後の研究協力の可能性について議論を行い、概ね好意
的な回答を得た。今後は研究協力に向かってより具体的な議論を行い、2020年１１月締め切りの科研費申請の準備をす
すめる予定である。

ウガンダImvepiおよびRhino難民居住区に訪問し、現地での難民の生活の現状を知るとともに、今後の研究トピックについ
て検討する。また、JICAが実施する陸稲（NERICA）の研修についての情報を収集し、今後の研究テーマとしての可能性
を検討する。

(全ての項目含め、1頁以内で記述してください。)
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